北九州市道路サポーター制度による散水栓設置に関する覚書

北九州市（以下、「甲」という。）と認定団体（以下、「乙」という。）は、「北九州市道路サポーター制度実施要綱」第６条第５号に関して、次のとおり覚書を締結する。

（財産の帰属）

第一条　設置する散水栓は、道路附属物として、甲がその財産を所有する。

（設置）

第二条　散水栓の設置場所は、原則として乙の活動区域内の植樹帯とし、詳細な設置場所は、甲、乙で協議し決定する。

２　散水栓の規格は、口径１３㎜とする。

３　設置位置は次のとおりとする。

　　　設置箇所数　　箇所

　　　設置位置　

（費用負担）

第三条　散水栓の設置及び撤去に係る工事は甲が行い、その費用は、甲が負担する。

２　散水栓の老朽化及び第三者による破損によって生じた補修費用は、甲が負担する。

３　乙の利用中に生じた破損の補修費用は、乙が負担する。

（維持管理）

第四条　散水栓の維持管理は、乙が行う。

２　散水栓の水道使用料は、乙が負担する。

（利用開始及び停止の手続）

第五条　散水栓の設置が完了した際、甲は乙に速やかに連絡し、利用開始に必要な手続きは乙が行う。

２　利用を停止する場合、乙はあらかじめ甲に連絡し、利用停止に必要な手続きを行う。

（変更及び解除）

第六条　乙は、次の各号に該当する場合は、速やかに、覚書変更・解除届（別紙様式１１）により甲に申し出るものとする。

　（１）　代表者等に変更があったとき

　（２）　本覚書を解除しようとするとき

２　甲は、次の各号に該当する場合は、速やかに本覚書を解除し、本覚書に基づいて設置した散水栓を撤去するものとする。

　（１）　乙からの本覚書の解除の申し出があったとき

　（２）　乙の活動者の認定を取り消したとき

（期間）

第七条　本覚書は、甲及び乙の双方に異議のない限り継続するものとする。

（その他）

第八条　この覚書に定めのない事項、またはこの覚書に疑義が生じた場合は、甲、乙が協議して定めるものとする。

本覚書締結の証として本書２通を作成し、甲、乙記名押印の上、各自１通を保管する。

　　年　　月　　日

甲　　北九州市

　　　　　　　　　代表者　　北九州市長　　北　橋　　健　治　　　印

乙　　（認定団体名）

　　　　　　　　　代表者住所

　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

